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だ
。
ト
リ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

の
フ
ェ
ロ
ー（
特
待
研
究
生
）

に
推
挙
さ
れ
た
ゴ
ア
は
、
一

八
八
〇
年
の
カ
デ
ス
デ
ン
神

学
校
の
副
校
長
就
任
を
経

て
、
一
八
八
四
年
、
ピ
ュ
ー

ジ
ー
ハ
ウ
ス
の
館
長
と
し
て

奉
職
し
た
。
在
勤
中
、
彼
は

三
つ
の
計
画
を
立
て
た
。
す

な
わ
ち
、
復
活
修
士
会
の
結

成
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合

の
創
設
、
そ
し
て
、
神
学
論

文
集
『
ル
ク
ス
・
ム
ン
デ
ィ
』

の
刊
行
で
あ
る
。
儀
式
的
礼

拝
の
型
を
愛
し
つ
つ
、
聖
書

批
評
の
手
法
を
採
用
す
る
新

時
代
の
神
学
者
で
あ
っ
た
。 

	 	 

 
一
八
七
七
年
、
ス
チ
ュ
ア

ー
ト
・
ヘ
ド
ラ
ム
に
よ
る
聖

マ
タ
イ
・
ギ
ル
ド
の
創
設
に

よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会

主
義
団
体
は
復
活
し
た
。
ま

た
、
一
八
八
〇
年
代
に
は
、

Ｈ
．
Ｍ
．
ハ
イ
ン
ド
マ
ン
率

い
る
社
会
民
主
連
盟
、
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
や
Ｅ
．
Ｂ
．

バ
ッ
ク
ス
ら
の
社
会
主
義
者

連
盟
、さ
ら
に
、フ
ラ
ン
ク
・

ポ
ド
モ
ア
や
ウ
ェ
ッ
ブ
夫
妻

を
は
じ
め
と
す
る
フ
ェ
ビ
ア

ン
協
会
と
い
っ
た
社
会
主
義

団
体
が
創
設
さ
れ
、
継
続
的

な
不
況
に
起
因
す
る
転
換
の

時
代
に
対
峙
し
た
。
以
上
の

時
代
背
景
を
前
提
と
し
つ

つ
、
今
回
は
、
一
八
八
九
年
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゴ
ア
を
中
心

と
し
て
設
立
さ
れ
た
キ
リ
ス

ト
教
社
会
連
合
（Christian 
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日
本
の
代
議
制
の
場
合
、
高

額
な
供
託
金
制
度
の
存
在
、

あ
る
い
は
、
一
一
月
二
二
日

の
熊
本
市
議
会
定
例
会
で

子
連
れ
の
女
性
議
員
の
議

会
出
席
が
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
事
例
の
よ
う
に
、
一
般

市
民
の
政
治
参
加
に
は
分

厚
い
壁
が
存
在
す
る
。 

 

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

で
の
意
見
集
約
に
実
効
性

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
立
憲

民
主
党
が「
保
守
」な
ら
ば
、

い
か
に
し
て
旧
来
の
陋
習

と
対
峙
し
、
歴
史
と
伝
統
に

基
づ
く
叡
智
に
よ
っ
て
乗

り
越
え
て
い
く
の
か
。
今
後

の
舵
取
り
を
注
視
し
た
い
。 

 
 

 

自
己
の
人
生
の

う
ち
に
、
折
に
ふ

れ
て
懐
古
す
る
時

代
が
あ
る
。
大
学

院
受
験
の
頃
の
記

憶
は
、
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
学
部
三 

年
の
終
わ
り
に
二
度
、
早

朝
に
北
九
州
空
港
か
ら
飛

行
機
で
上
京
し
た
。
受
験

の
当
日
は
、
筆
記
試
験
と

面
接
で
、
や
は
り
二
度
、

飛
行
機
で
往
復
し
た
。
羽

田
空
港
と
東
京
都
内
を
結

ぶ
モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
る

と
、
い
ま
で
も
当
時
の
光

景
が
眼
に
浮
か
ぶ
。 

 

一
一
月
二
三
日
、
文
学

フ
リ
マ
東
京
の
会
場
へ
向

か
う
た
め
、
久
し
ぶ
り
に

モ
ノ
レ
ー
ル
に
乗
っ
た
。

文
フ
リ
に
参
加
し
た
の
は

約
三
年
ぶ
り
で
あ
る
。
数

年
来
、
交
流
の
あ
っ
た
人

た
ち
の
顔
が
車
窓
に
浮
か

ん
だ
。「
勇
ま
し
い
高
尚
な

る
生
涯
」
を
志
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
一
世
一
代

の
大
事
業
は
、
し
ば
し
ば

周
囲
を
振
り
回
し
て
し
ま

う
。
今
は
反
省
の
日
々
で

あ
る
。
だ
が
、「
す
べ
て
は

空
し
い
」
と
い
う
コ
ヘ
レ

ト
の
言
葉
と
と
も
に
、
我

ら
は
す
で
に
救
い
主
が
来

ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

る
。

―
小
さ
く
な
っ
て

明
日
を
待
ち
望
む
。 

術
家
や
労
働
者
と
交
流
し

た
の
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の

活
動
は
行
動
的
で
は
な
く
、

優
良
企
業
の
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
、
搾
取
企
業
の
製
品
不
買

運
動
、
オ
ッ
ク
ス
ブ
リ
ッ
ジ

の
学
生
へ
の
レ
ク
チ
ャ
ー

な
ど
に
と
ど
ま
っ
た
。
こ
の

ス
タ
ン
ス
の
相
違
に
は
、
一

九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス

に
お
け
る
教
会
と
国
家
の

関
係
の
変
化
が
あ
る
。
次
号

で
さ
ら
に
詳
述
し
た
い
。 

  

【
参
考
文
献
】 

（
一
）
稲
垣
陽
一
郎
『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゴ
ア 

＝

主
教
、
学
者
、
思
想
家
、
教
師
、
預
言
者
、
聖
徒
、

修
士
会
創
立
者
＝
』（
白
石
庵
敬
神
会
、
一
九
九

六
年
二
月
） 

（
二
）
井
上
治
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会
に
お
け

る
教
会
観
の
変
化 

一
八
八
九
―
一
九
二
四
年 

―
キ
リ
ス
ト
教
社
会
連
合
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ

ン
プ
ル

―
」、『
史
林
』
第
八
七
巻
第
五
号
（
史

学
研
究
会
、
二
〇
〇
四
年
九
月
） 

 

Social Union

、
略
称
：
Ｃ
Ｓ

Ｕ
）
に
つ
い
て
概
説
し
、
英

国
教
会
が
本
格
的
に
キ
リ

ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
を
探
り
た
い
。 

 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゴ
ア
は
、

「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運

動
」
と
呼
ば
れ
る
カ
ト
リ
ッ

ク
復
興
運
動
が
一
大
勢
力

で
あ
っ
た
時
代
の
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
学
ん

 

一
八
八
九
年
六
月
の
キ

リ
ス
ト
教
社
会
連
合
の
設

立
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主

義
運
動
の
歴
史
の
み
な
ら

ず
、
英
国
教
会
の
歴
史
に
お

い
て
も
大
き
な
意
味
を
も
っ

て
い
た
。
そ
れ
ま
で
は
異
端

的
な
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
キ

リ
ス
ト
教
社
会
主
義
が
、
英

国
教
会
の
高
位
聖
職
者
や
学

者
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
Ｃ
Ｓ
Ｕ
設

立
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ゴ
ア
、
セ
ン

ト
・
ポ
ー
ル
大
聖
堂
の
参
事

会
員
ス
コ
ッ
ト
・
ホ
ラ
ン
ド

で
あ
る
。
ま
た
、
彼
ら
が
Ｃ

Ｓ
Ｕ
の
議
長
に
据
え
た
の

は
、
聖
書
学
者
と
し
て
著
名

な
ダ
ー
ラ
ム
主
教
、
Ｂ
．
Ｆ
．

ウ
ェ
ス
ト
コ
ッ
ト
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
、
英
国
教
会
の

う
ち
、
ア
ン
グ
ロ
・
カ
ト
リ

ッ
ク
（
高
教
会
）
の
指
導
者

で
あ
っ
た
。
一
九
世
紀
後
半

の
社
会
状
況
に
直
面
し
た
彼

ら
は
、
精
神
的
・
内
面
的
救

済
の
み
を
強
調
す
る
福
音
派

（
低
教
会
）
に
対
す
る
不
信

を
強
め
て
い
た
。
ゴ
ア
の
神

学
は
、
現
世
を
肯
定
的
に
捉

え
る「
受
肉（Incarnation
）」

の
神
学
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

人
類
の
原
罪
に
よ
る
堕
落
と

そ
こ
か
ら
の
救
済
を
重
視
す

る
贖
罪
神
学
と
対
比
さ
れ
、  

今
回
は
、
第
四
八
回
衆
議

院
議
員
選
挙
で
躍
進
し
た

立
憲
民
主
党
へ
の
素
朴
な

ギ
モ
ン
を
表
明
し
た
い
。
一

言
で
要
約
す
れ
ば
、「
草
の

根
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

政
治
」
の
下
で
は
、
直
接
民

主
主
義
的
な
政
治
理
念
と

議
会
制
民
主
主
義
と
の
緊

張
関
係
は
、
い
か
に
し
て
解

消
さ
れ
る
の
か
。 

 

一
九
世
紀
、
英
国
の
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
は
、
議
会

政
治
は
中
上
流
階
級
の
利

害
を
代
弁
す
る
だ
け
で
あ

る
と
批
判
し
、
パ
リ
＝
コ
ミ

ュ
ー
ン
型
の
直
接
的
な
政

権
奪
取
を
志
向
し
た
。
現
代

か
つ
て
Ｆ
．
Ｄ
．
モ
ー
リ
ス

が
唱
え
た
神
学
の
基
礎
で

も
あ
っ
た
。
一
九
一
三
年
ま

で
に
一
六
名
の
Ｃ
Ｓ
Ｕ
メ

ン
バ
ー
が
主
教
に
就
任
し
、

影
響
力
を
拡
大
し
た
。 

 

一
方
、
Ｃ
Ｓ
Ｕ
に
は
、
教

会
の
聖
性
、
選
抜
性
に
起
因

す
る
一
種
の
エ
リ
ー
テ
ィ

ズ
ム
が
存
在
し
た
。
初
代
教

会
へ
の
憧
憬
を
も
つ
ゴ
ア

の
神
学
で
は
、「
異
教
的
な

外
部
世
界
」
と
「
真
理
を
担

う
教
会
」
の
二
分
法
が
強
調

さ
れ
る
。
彼
に
と
っ
て
の
教

会
は
、
国
家
と
は
別
個
に
、

「
世
の
光
（Lux M

undi

）」

と
し
て
社
会
を
教
化
す
る

神
聖
な
使
命
を
帯
び
る
も

の
で
あ
っ
た
。
聖
マ
タ
イ
・

ギ
ル
ド
の
ヘ
ド
ラ
ム
が
芸

キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
⒍⒓
受
肉
⒔

の
神
学
が  

ア
ン
グ
ロ
・
カ
ト
リ
⒫
ク
の
⒓

正
統
⒔

神
学
へ  

  

論論説†⽴立立憲⺠民主党へのギモン?!  

「草の根からのボトムアップ型政治」と
議会制民主主義は両立するのか、 

立憲民主党は「保守」政党なのか、etc 
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イクトゥス・プロジェクト  
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アドヴェント・ライブ 2017  
  

音楽・映像表現：倉井香矛哉	 

歌・朗読：micare	 

	 

シンセサイザー演奏、歌唱、絵本朗読（予定）	 

	 

	 

日時：2017 年 12 月 3 日（日）午後	 

	 

※クリスマス礼拝の「第二部」（11:00〜）の最後、または、「第三部」のはじめに出演予定です。	 

子どもたちの出し物もあり、当日柔軟に対応できるよう、正式なプログラムはございません。	 

（昼食は各自ご用意ください。）	 

	 

	 

会場：今井館聖書講堂	 

〒152-0031	 東京都目黒区中根 1-14-9	 

（東急東横線「都立大学駅」から徒歩 7分）	 

	 

	 

	 

主催：渋谷聖書集会（子ども会）	 
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